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【第3期リニューアルの概要】

Ａ展示室：湖の400万年と私たち～変わり続ける琵琶湖～

400万年前の琵琶湖や自然、生き物の変化について、現在の
環境との関わりとともに紹介します。
各コーナーでは、開館以来収集してきた多数の化石や地層の

標本、過去の環境を体感できる復元ジオラマをとおして、大き
く変化し続けてきた琵琶湖と生き物のものがたりと琵琶湖フィ
ールドの魅力を伝えます。

Ｂ展示室：湖の2万年と私たち～自然と暮らしの歴史～

｢森｣｢水辺｣｢湖｣｢里｣を舞台に、人は自然とどのように向き合って
きたのかを紹介します。
人からみた自然のシンボルである｢龍｣をナビゲーターとして、

琵琶湖を中心とした環境史をたどっていくことで、今の私たちの暮
らし(Ｃ展示室)にどのようにつながっているのかを伝えます。

１０月１０日グランドオープンのお知らせ
～長らくお待たせしました！琵琶湖博物館リニューアル完成～

琵琶湖博物館は、地域の人々とともに「湖と人間」のよりよい共存関係を築
いていくことを使命として平成８年10月に開館して以来、1,100万人以上の
来館者をお迎えしてきました。その中で、平成27年度から令和2年度までの3
期6年の歳月をかけてリニューアルを行ってまいりました。
このたび、新型コロナウイルス感染症対策のため、延期しておりましたリ

ニューアル工事を完了し、10月10日（土）にグランドオープンを行うことと
なりました。



＜第2期リニューアルの概要＞平成30年度完成
☆「交流」をテーマとして、博物館で活動している人たちの顔が見え、興味を持つ
人のだれもが参加できる交流活動を展開する新しい交流空間を創造すると共に、レ
ストラン・ショップなどのアミューズメント空間の魅力を高めました。

おとなのディスカバリー
大人も楽しめるリアルな知的空間！
大人の探究心に応え、学びと発見の場として繰り返し利用できる国内では初めての知的空間。
博物館での研究や資料整理、「はしかけ・フィールドレポーター」などの活動が実演形式で見

ることができます。自分で標本や剥製など実物資料を手に取り、顕微鏡や図鑑などを使い、調べ
ることができます。

ディスカバリールーム
子どもと大人が一緒に楽しむ体験と発見の場！
「博物館の入り口」として、五感を使う体験型展示により学び、発見する喜びを知ってもらえ

る場です。楽しい博物館体験を通じて、博物館が好きになる。魅力あふれる空間です。

樹冠トレイル
樹冠トレイルは、博物館から琵琶湖へ誘う 全長約150ｍ、高さ約10ｍの空中遊歩道です。

博物館の周りの木々を鳥や昆虫の目線で眺めることができ、展望台からは、琵琶湖に浮かぶ水鳥

や、遠く琵琶湖大橋も眺めることができます。

＜第１期リニューアルの概要＞平成28年度完成
☆体感型・参加型展示や実物資料、交流の場の増加などにより、子どもから大人ま
でが楽しめる、驚きと感動、学びと発見の機会に満ちた発信力の高い展示となりま
した。

Ｃ展示室
『湖のいまと私たち～暮らしとつながる自然～』をテーマとして、琵琶湖から上流部の森林ま

でさかのぼって、琵琶湖とその流域の多様な生き物や固有種、そして、人との関わりを紹介。
琵琶湖から森林までの身近な景観を入り口に、環境・人間・生き物の関係性をわかりやすく示

すと共に、そこから身の回りの世界の中に潜むおもしろさを知ってもらい、博物館の屋外展示や
交流事業とつなぎ、魅力あるフィールドへ誘います。
「ヨシ原に入ってみよう」や「田んぼへ」のコーナーや「生き物コレクション」のコーナーも見
どころです。

水族展示
水族展示では、人との関わりを中心に琵琶湖にすむさまざまな生き物を紹介するとともに、古

代湖としての琵琶湖の価値を発信します。
「川の中へ」のコーナーでは、琵琶湖に流れ込む川で行われるヤナ漁の場面を再現し、ヤナに

飛び跳ねる魚の様子や、下流部で産卵する魚の様子を観察していただけます。また、「古代湖の
世界」では、世界有数の古代湖であるバイカル湖とアフリカ大地溝帯の湖に生息する生き物を展
示します。さらには、肉眼では見えない微小な生き物の生態をダイナミックに展示する「マイク

ロアクアリウム」のコーナーもあります。

【これまでのリニューアル概要】



新パンフレット＆チケット
グランドオープンに合わせ、「びわこのちからの博物館」というコンセプトメッ
セージを作成いたしました。
新コンセプトメッセージに伴って、館内パンフレットやチケットの刷新も行いま
す。

ゾウや龍、丸小舟
など「びわこのち
から」と関連した
イラストを使用。
（※イメージ）

「びわこのちから」とは（琵琶湖博物館パンフレットより引用）

琵琶湖は400万年の昔に誕生し、

様々な変化をとげながら今にいたっています。

長い歴史の中で、生き物も人も、

琵琶湖とともに生きてきました。

琵琶湖と生き物と人との、長く深いつながりこそが、

「びわこのちから」です。

琵琶湖博物館に来ていただければ、そのことがわかります。

日本で一番大きい古代湖・琵琶湖、

そのちからをあなたの目で確かめてください。

【新コンセプト「びわこのちから」】



料金（常設展） ※グランドオープン後の料金です。

開館時間・休館日
9:30 – 17:00 （最終入館16:30） 毎週月曜日（休日の場合は開館）、その他
臨時休館あり。
※ただし、新型コロナウイルス感染対策のため、当面の間開館時間を10:00 -
16:30（最終入館 16:00）に短縮しています。（最新情報はホームページ等で
ご確認ください。）

個人 団体(20人以上) 個人共通券※1 年間観覧券

高校生・大学生 450円 360円 560円 900円

大人 800円 640円 890円 1600円

※１ 草津市立水生植物公園みずの森との共通券

アクセス

車
名神「栗東IC」から約30分、名神「瀬田西IC」または新名神「草津田上IC」

から約35分。
鉄道（JR）・バス （近江鉄道バス）

JR琵琶湖線（東海道本線）「草津」駅下車。（新快速で京都から約20分）
「草津駅西口」2番バス乗り場から、近江鉄道バス「びわこ博物館」行きに乗
車（約25分）、
「びわこ博物館」で下車。徒歩すぐ。
タクシー

JR草津駅西口、 JR守山駅西口（ともに琵琶湖線）、 JR湖西線堅田駅からそ
れぞれ約20分。

【琵琶湖博物館概要】

滋賀県立琵琶湖博物館（以下琵琶湖博物館）は、
琵琶湖に面した滋賀県草津市烏丸半島に位置す
る博物館です。敷地面積は55,153 ㎡と、湖をメ
インにした博物館としては日本最大級の規模で
す。また、全国でも珍しい淡水専門の水族展示
をもつ博物館でもあります。琵琶湖博物館では、
「湖と人間」というテーマを掲げ、自然と文化
の両方を同時に扱う総合博物館を目指していま
す。
公式HP：https://www.biwahaku.jp/


